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片面ベータテープ ４４０７ 
 

 

1. 概  要： 片面ベータテープ４４０７は、凹凸追従性、耐磨耗性に優れるアイオノマーフィルムと、 

耐候性、シール性に優れるベータテープを組み合わせたユニークなシール材です。 

 

2. 構  成： 

 

ベータテープ（黒色） 
 

 
アイオノマーフィルム（半透明） 
 

剥離フィルム（マット調） 
 

 

 

 

 

 

 

 

3.  特   徴 ：１．各種素材に対し、貼り付け直後から高い接着性を得られます。 

 ２．基材に耐候性に優れたアイオノマーフィルムを使用しています。 

 ３．耐熱性、耐候性に優れ、信頼性の高いベータテープを使用しています。 

 ４．ベータテープの片面にアイオノマーフィルムを配し片面タイプにしています。 

 

 

4.  一般物性： 

製品番号 ４４０７ 

色 黒色 

ﾃｰﾌﾟ厚 (mm) ０．５ 

保存条件 直射日光を避けた室内 

テープ厚さ：接触面 5mm 径のダイヤルゲージ使用(JIS Z 0237) 

保存条件 ：ロールの状態で高温多湿に長時間放置されると巻き変形をおこすことがあります。 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

5. 被着体別 90 度剥離力 （単位：N/cm） 

ｽﾃﾝﾚｽ(SUS 304 BA) ９．３ 

ｱﾙﾐﾆｳﾑ(A 1050 P) １０．８ 

ｱｸﾘﾙ樹脂 ８．２ 

ABS 樹脂 ７．４ 

硬質塩ﾋﾞ樹脂 １０．８ 

ﾎﾟﾘｶｰﾎﾞﾈｲﾄ ７．０ 

ﾎﾟﾘﾌﾟﾛﾋﾟﾚﾝ ４．０ 

ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ ２．０ 

９０度 

剥離力 

(N/cm) 

ﾓﾙﾀﾙ １１．４ 

   試験方法 ： 各被着体にテープを貼り、2 ㎏ローラー1 往復にて圧着、室温 24 時間養生後、 

引張速度 300mm/分で測定。 

 

 

6. 温度別剪断接着力 （単位：N/cm2） 厚み、色違いの＃4412Nのﾃﾞｰﾀで代用 

測定温度 （℃） －３０ ０ ２３ ５０ ７５ １００ 

接着強度 （N/cm2） １１．９ ５．６ ３．６ ２．５ １．６ １．０ 

  （ 測 定 方 法 ）

 被着体：ステンレス板（304BA）、2 枚の被着体を並べ 25mm×50mm のテープで貼り合わせる。 

  圧着：10Kg ローラー1 往復、養生：23℃×24 時間、測定速度：300mm/分。 

 

   ＜剪断接着力測定＞ 

 
引張方向 

試料テープ 
 
被着体 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



仕様及び外観は予告なく変更されることがありますので、ご了承ください。本書に記載してある事項、技術上の資料並びに勧告はすべて、当社の信頼している実験に基づいて

いますが、その正確性若しくは完全性について絶対的な保証はしません。使用者は使用に先立って製品が自己の用途に適合するか否かを判断し、それに伴う危険と責任もす

べて追うものとします。売主及び製造者の義務は不良であることが証明された製品を取り替えることだけであり、それ以外の責任はご容赦ください。本書に記載されていない事

項若しくは勧告は、売主及び製造者の役員が署名した契約書によらない限りは当社は責任を負いません。 
 

●<３M>は、3M 社の商標です。 
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7. 各種老化促進試験 （剪断接着力、単位：N/cm2） 厚み色違いの＃4412Nのﾃﾞｰﾀで代用  

熱老化および温水浸漬 

 １ヶ月 ３ヶ月 ６ヶ月 

初期 （２３℃×２４Ｈｒ） ３．６ 

熱老化（８０℃） ３．７ ３．４ ３．７ 

温水浸漬（４０℃温水浸漬） ３．５ ３．８ ３．９ 

  ヒートショック 

 １００サイクル 

８０℃ ←→ －２０℃ ３．９ 

         （８０℃×１Ｈｒ→降温１Ｈｒ→－２０℃×１Ｈｒ→昇温１Ｈｒ）×１００サイクル 

  サンシャインウェザオメーター 

 ３００Ｈｒ １５００Ｈｒ 

サンシャインウェザオメーター ３．８ ３．９ 

 

  （測定方法） 被着体：ステンレス板（304BA）、2 枚の被着体を並べ 25mm×50mm のテープで貼り合わせ

る。 

  圧着：10Kg ローラー1 往復、養生：初期…23℃×24 時間、熱老化促進…80℃×480 時間 

 

 

8. 摩擦輪による磨耗試験 厚み、色違いの#4412N のﾃﾞｰﾀで代用 

磨耗輪 荷重（Ｎ） 回転速度（回転/分） 回転数 テープの質量変化（ｇ）

ＣＦ1０Ｆ ２．５ ６０ １０００ 検出限界以下 

Ｈ１０ ４．９ ６０ １０００ ０．０１ 

  （測定方法） テープ表面（アイオノマーフィルム）を摩擦輪にて磨耗し、質量変化を測定（JIS K 7204）。 

 

 

 


